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概要

Lotem 400 プレートセッターには、オート プレート ローダー（MCU）が付属

しています。MCU を使用することにより、プレート処理が完全に自動化

され、ユーザーが操作する必要がなくなります。MCU にはさまざまな種

類とサイズのプレートをセットすることが可能なため、プレートを頻繁

に交換する必要がある場合に MCU を使用すると、生産性が向上します。

このマニュアルでは補足的な説明のみを行います。操作の前に、必ず『Lotem 400
Family User Guide（Lotem 400 Family ユーザー ガイド）』（399Z1N136）または

『Lotem 400 Quantum ユーザー ガイド』（731-00397A-JA）をお読みください

（Lotem 400 Expose をお使いの場合は、『Lotem 400 Family User Guide（Lotem
400 Family ユーザー ガイド）』と『Lotem 400 Expose User Guide（Lotem 400
Expose ユーザー ガイド）』の両方をお読みください）。

MCU には 3 つのカセットがあります。新しいジョブで別のカセットのプ

レートを使用する場合でも、ユーザーが操作する必要はなく、アプリケー

ションによってすべての処理が自動的に行われます。

Lotem 400 用 MCU のご利用をお勧めするユーザー：

• 複数のサイズで出力を行い、さまざまな種類とサイズのプレートを頻

繁に使用されるお客様

• 至急の作業に短時間で対応する必要があるお客様

• パンチを使用できる全自動のデバイスを必要とされるお客様

次の図は Lotem 400 用 MCU の外観です。

注意：このマニュアルでは、Lotem 400、Lotem 400 Quantum、および Lotem 400
Expose 用の MCU 独自の機能についてのみ説明します。特に指定がない限り、

Lotem 400 とは、すべての機器を総称しています。

注意：Lotem 400 を MCU 付きにアップグレードした場合は、プレートのロード

には常に MCU を使用してください。プレートを 1 枚だけ手動でロードすること

はできません。



概要 3

図 1：Lotem 400 用マルチ カセット ユニット（MCU）

Lotem 400 で使用されるプレート：

• プレートの種類：あらゆる種類のサーマル プレートをサポート

• MCU には 3 つのカセットがあり、それぞれ別の種類のプレートをセッ

トできます。カセットには、厚さ 0.3 mm のプレートを 50 枚、または

厚さ 0.15 mm のプレートを 70 枚セットできます。

• プレートのサイズ：311 x 228 mm（12.25 x 9 インチ）以上 622 x 750 mm
（24.5 x 29.5 インチ）以下。

Lotem 400 用 MCU では、合紙付きのプレートを使用できます。後で説明

するとおり、合紙は自動的に取り除かれます。合紙がない場合、エラー

メッセージが表示されますが、露光は続行されます。

プレート

MCU のサイド ドア

MCU のドア

ペーパー ディスポーザル ユニット

セッター
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PC コントローラ アプリケーション

Lotem 400 用 MCU アプリケーションは、Lotem 400 アプリケーションとほ

とんど同じです。Lotem 400 用 MCU に特有のアプリケーション機能につ

いて、以下で説明します。

オンライン デバイス表示

アプリケーションのメイン ウィンドウに表示されるオンライン デバイス

表示では、Lotem 400 用 MCU の状態が表示されます（前ページの図を参

照）。オンライン デバイス表示の MCU を右クリックすると、カセットの

中身を表示できます。このとき、下のメッセージが表示されます。

Open Loader Door（ローダーのドアを開く）

［ステータス］ボタンの右にある［Open Loader Door（ローダーのドアを開

く）］ボタンは、MCU にプレートをロードする際に使用します。 

［Current Cassette（現在のカセット）］ウィンドウ

Lotem 400 用 MCU の主な特長は、3 つのカセットに別の種類のプレート

をセットできることです。［Current Cassette（現在のカセット）］ウィンド

ウは、カセットにロードされているプレートを確認するために使用され

ます。 

注意：Lotem 400 アプリケーションの詳細な説明については、『Lotem 400 Family 
User Guide（Lotem 400 Family ユーザー ガイド』（399Z1N136）、『Lotem 400 
Quantum ユーザー ガイド』（731-00397A-JA）、および『Lotem 400 Expose User 
Guide（Lotem 400 Expose ユーザー ガイド）』を参照してください。
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MCU にプレートをロードする

MCU にプレートをロードするには、MCU のドアを開く必要があります。

ドアを開き、プレートをロードすることができるタイミングについて、次

の手順で説明します。

MCU にプレートをロードする際には、プレートセッターのステータスは

［Service（サービス）］で、ワークステーションのキューにある他のジョ

ブは保留状態になります。そのため、プレートをロードしたら、ジョブ

を再送信してキューを再開する必要があります。

MCU にプレートをロードするには、以下の手順に従います。

最初に、MCU のドアを開きます。デバイスが出力中に［Open Loader Door
（ローダーのドアを開く）］をクリックすると、次のメッセージが表示さ

れます。

• ［Cancel（キャンセル）］をクリックすると、ドアが開かずに出力が続

行されます。

• ［Open（開く）］をクリックすると、出力が停止し、ジョブは Failed（失

敗）キューに送られます。これでプレートセッターが［Service（サー

ビス）］ステータスとなり、MCU のドアが開きます。次のページの手

順に進みます。



6  MCU を使用したプレート出力

 

プレートセッターが動作を停止している間に、以下の操作を行います。

1. アプリケーションのメイン ウィンドウで［Open Loader Door（ロー

ダーのドアを開く）］をクリックし、MCU のドアのロックを解除しま

す。オンライン デバイス表示の MUC のドアをクリックして、ドアを

開くこともできます。

［Open Loader Door（ローダーのドアを開く）］をクリックした場合、

ドアを開くことができる時間が限定されることに注意してください。

時間が過ぎるとドアをロックするピンが作動するため、ドアを開くに

はもう一度ロックを解除する必要があります。

2. MCU の前面に移動し、MCU のドアを押すとラッチが外れます。ラッ

チが外れるとドアが開きます。このとき、デバイスは［Service（サー

ビス）］ステータスです。

3. 3 つのカセットのうち 1 つを引き出します。完全に引き出すと、ロッ

クがかかってカセットが定位置に固定されます。

4. カセットにプレートをロードします。プレートはカセットの中央に置

いてください。カセット内には目盛りがあり、これを目安にしてプ

レートをカセットの中央に置きます。必要に応じて、左右と先端のプ

レート ガイドを移動します。

上から 2 段目までのカセットと最下段のカセットでは、プレートを

ロードする手順が若干異なります。最下段のカセットでは、左右い

ずれかのガイドを移動すると、反対側のガイドも同時に移動します。

上 2 段のカセットの場合、左右のガイドは個別に移動する必要があ

ります。

注意：上から 2 段目までのカセットは完全に引き出すことができますが、最下段

のカセットは 3 分の 2 までしか引き出せません。
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図 2：上段カセットのサイド ガイド

5. プレートをロードしたら、カセットの左右のラッチを押してストッ

パーを解除し、カセットを MCU 内に押し込みます。 

6. セットされたカセットの番号が自動的に識別されます。カセットに

は、下から順に 1、2、3 という番号が付けられています。アプリケー

ションのメイン ウィンドウに、対応するカセットの［Current Cassette
（現在のカセット）］ウィンドウが開き、セットしたカセットの番号が

表示されます。

ラッチ

ガイド
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7. ［Current Cassette（現在のカセット）］ウィンドウで、プレートの名称

と枚数を選択します。［OK］をクリックして、このウィンドウを閉じ

ます。

8. 必要に応じて、他のカセットにプレートをロードします。メイン ウィ

ンドウに、各カセットの［Current Cassette（現在のカセット）］ウィ

ンドウが開きます。次に手順 7 を繰り返します。

複数のカセットに同じ種類とサイズのプレートがセットされている場

合、プレートの合計枚数が計算されます。一方のカセットが空になった

場合、同じプレートがセットされたもう一方のカセットからプレートが

自動的にロードされます。

9. MCU のドアを閉じます。

10. デバイスのステータスが、［Service（サービス）］から MCU のドアを

開く前の状態にリセットされます。プレートのロード中に保留されて

いたジョブを再開するには、ワークステーションからジョブを再送信

する必要があります。

注意：カセットの中身を表示するには、オンライン デバイス表示で右クリックし

ます。 
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操作について

Lotem 400 用 MCU を使用したワークフローは Lotem 400 とほぼ同様です

が、使用中のプレート以外のプレートにジョブを送信することができる

ため、いくつか異なる点があります。

• PC コントローラ アプリケーションは、要求されたプレート サイズが

カセットにあるかどうか、自動的にチェックします。

• 要求されたプレートがカセットのいずれかにある場合、このジョブの

処理準備が完了すると、プレートはカセットから自動的にロードされ

ます。 

• 要求されたプレートがカセットにない場合、ジョブは中断されます。

ワークステーションと Lotem の画面に警告メッセージが表示され、ア

プリケーションはキュー内の次のジョブの処理を開始します。 

Brisque for CTP ワークフローの詳細については、『Brisque to Lotem Family 
Connectivity User Guide（Brisque と Lotem Family との接続ユーザー ガイド）』

（399Z3R084）または『Brisque to Lotem 800 II / Lotem Quantum Connectivity User 
Guide（Brisque と Lotem 800 II／ Lotem Quantum との接続ユーザー ガイド）』

（399Z1R762B）を参照してください。 
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合紙の廃棄

Lotem 400 プレートセッター用 MCU では、合紙が入ったままプレートを

セットします。プレートがデバイスにロードされる際、合紙は自動的に

取り除かれ、ペーパー ディスポーザル ユニットに集められます。

ペーパー ディスポーザル ユニットのセンサーから PC コントローラのカ

ウンタにデータが送られ、デバイスにロードされたプレートの枚数がカ

ウントされます。カウンタが一定の数値に達した場合、ペーパー ディス

ポーザル ユニットを空にする必要があります。このとき、カウンタは 0
にリセットされます。

ペーパー ディスポーザル ユニットがいっぱいに近づくと、メッセージ

ウィンドウに警告メッセージが表示されます。このとき、すぐに合紙を

廃棄することも、ユニットがいっぱいになってデバイスが停止するまで

作業を続けることもできます。合紙を取り除かないと作業が続行できな

くなったとき、以下の警告が表示されます。

• ステータス インジケータに［Attention（アテンション）］と表示され

ます。

• メッセージ ウィンドウに、合紙を除去するように求めるメッセージが

表示されます。

ペーパー ディスポーザル ユニットを空にするには、以下の手順に従います。

重要：プレートがドラムにロードされている間は、ペーパー ディスポーザル ユ
ニットを開かないようお勧めします。ただし、出力中およびプレートのアンロー

ド中はペーパー ディスポーザル ユニットを開いてもかまいません。 
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1. ペーパー ディスポーザル ユニットは、MCU の左または右のサイド

ドアの内側にあります。いずれかのドアを開くには、ドアの下にあ

る押しボタンを押し上げます（ドアの位置については 3ページの図 1
を参照）。

図 3：サイド ドアのラッチの解除

注意：ドアを開くと、プレートセッターのステータスが［Service（サービス）］で

ない場合は［Service（サービス）］にリセットされ、廃棄用モーターのインター

ロックが作動します。



12  MCU を使用したプレート出力

 

図 4：ペーパー ディスポーザル ユニット

2. 合紙を引き出します。

3. デバイスは［Service（サービス）］ステータスのため、メッセージ画

面の［Reset（リセット）］をクリックしてリセットする必要がありま

す。次にリセットを確認するメッセージで、［Yes（はい）］をクリッ

クします。

デバイスは、トラブルが発生する前の状態に応じて［Ready（レディ）］、

［Off-line（オフライン）］、または［Working（ワーキング）］ステータスに

リセットされます。
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